
な
ん

ば

け
い

い
ち

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

難

波

啓

一

専
攻
学
科
目

生
物
物
理
学
・
構
造
生
物
学

生

年

月

昭
和
二
七
年

三
月

略

歴

昭
和
四
九
年

三
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
生
物
工
学
科
卒
業

同

五
五
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
五
年

三
月

工
学
博
士

同

五
六
年
一
一
月

米
国
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
博
士
研
究
員

同

五
九
年

三
月

米
国
ヴ
ァ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
博
士
研
究
員

同

六
〇
年

八
月

米
国
ヴ
ァ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
講
師

同

六
一
年

四
月

米
国
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
上
級
博
士
研
究
員

同

六
一
年
一
一
月

新
技
術
事
業
団
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
宝
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

平
成

四
年

一
月

松
下
電
器
産
業
（
株
）
国
際
研
究
所
リ
サ
ー
チ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

同

一
四
年

四
月

大
阪
大
学
大
学
院
生
命
機
能
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
二
年

四
月

大
阪
大
学
大
学
院
生
命
機
能
研
究
科
長
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

二



工
学
博
士
難
波
啓
一
氏
の
「
生
体
超
分
子
の
立

体
構
造
と
機
能
の
解
明
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

生
命
は
、
蛋
白
質
や
核
酸
が
集
ま
っ
て
で
き
る
�
生
体
超
分
子
ナ
ノ
マ
シ
ン
�

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
数
万
種
類
も
の
蛋
白
質
や
核
酸
が
様
々
な
複
合

体
を
形
成
し
、
そ
れ
ら
が
相
互
作
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
。
生
体
超
分
子
ナ
ノ
マ
シ
ン
は
、
工
学
製
品
と
異

な
り
、
熱
ノ
イ
ズ
レ
ベ
ル
に
近
い
極
め
て
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
し
な
や

か
に
効
率
よ
く
働
く
。
こ
の
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
発
的
に
構

築
さ
れ
相
互
作
用
し
、
情
報
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
達
、
変
換
す
る
の
か
、
そ
の

し
く
み
を
解
明
す
る
こ
と
は
生
命
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
た
め
に
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
難
波
啓
一
氏
は
、
Ｘ
線
回
折
法
や
電
子
顕
微
鏡
の
技
術
開
発
を
通

し
て
、
生
体
超
分
子
の
構
造
解
析
の
到
達
分
解
能
を
世
界
に
先
駆
け
て
原
子
レ

ベ
ル
に
近
づ
け
、
さ
ら
に
、
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
べ
ん
毛
モ
ー
タ
ー
、
筋
肉
の
ア

ク
チ
ン
繊
維
な
ど
に
着
目
し
て
、
こ
れ
ら
が
、
工
学
技
術
を
は
る
か
に
し
の
ぐ

精
度
、
桁
違
い
に
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
し
な
や
か
に
動
作
す
る
し
く
み
を

解
明
し
た
。

ま
ず
、
一
九
八
〇
年
代
に
Ｘ
線
繊
維
回
折
法
の
解
析
技
術
を
独
自
に
開
発

し
、
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
の
配
向
液
晶
試
料
か
ら
、
そ
の
立
体
構
造
を

原
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
た
。
非
結
晶
試
料
を
対
象
と
し
た
構
造
解
析
自
体
が
前

人
未
踏
の
成
果
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
原
子
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
、
プ
ロ

ト
ン
の
結
合
・
解
離
が
コ
ー
ト
蛋
白
質
の
集
合
・
解
離
を
制
御
し
、
コ
ー
ト
蛋

白
質
と
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
の
相
互
作
用
が
ウ
イ
ル
ス
の
自
発
形
成
に

繋
が
る
し
く
み
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
と
し
て
は
革
新
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独
自
で
開
発
し
、
研
究
成
果
を
美
し
い
図
で

解
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
、
ら
せ
ん
型
プ
ロ
ペ
ラ
を
高
速
回
転
さ
せ
る
細
菌

べ
ん
毛
の
研
究
に
取
り
組
み
、
約
三
〇
種
類
の
蛋
白
質
が
、
数
分
子
か
ら
数
万

分
子
集
合
し
て
形
成
す
る
複
雑
な
構
造
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
べ
ん
毛
繊
維

を
構
成
す
る
蛋
白
質
フ
ラ
ジ
ェ
リ
ン
の
構
造
内
部
に
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
レ
ベ

ル
の
ス
イ
ッ
チ
機
構
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
柔
ら
か
い
立
体
構
造
を

有
す
る
生
体
分
子
が
超
高
精
度
の
機
械
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
働
き
う
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
。
こ
の
立
体
構
造
を
も
と
に
、
べ
ん
毛
繊
維
の
形
成
を
促
進
す
る

キ
ャ
ッ
プ
複
合
体
の
動
作
、
ら
せ
ん
型
プ
ロ
ペ
ラ
の
左
巻
・
右
巻
き
ス
イ
ッ

チ
、
べ
ん
毛
フ
ッ
ク
の
自
在
継
ぎ
手
、
べ
ん
毛
先
端
へ
の
べ
ん
毛
蛋
白
質
輸
送

に
よ
る
べ
ん
毛
形
成
な
ど
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
で
実
現
さ
れ
る
精
巧
な
し
く
み
を

つ
ぎ
つ
ぎ
と
解
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
、
蛋
白
質
輸
送
の
エ
ネ
ル
ギ

一
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ー
源
が
細
胞
膜
越
し
の
プ
ロ
ト
ン
流
で
あ
る
こ
と
な
ど
予
想
外
の
発
見
が
あ

り
、
病
原
性
細
菌
が
感
染
の
た
め
に
病
原
性
因
子
を
宿
主
細
胞
に
注
入
す
る
し

く
み
の
解
明
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
極
低
温
電
子
顕
微
鏡
像
の

解
析
に
よ
り
、
べ
ん
毛
繊
維
の
原
子
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
結

晶
で
な
い
試
料
で
も
原
子
レ
ベ
ル
の
立
体
構
造
を
解
明
で
き
る
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
示
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
結
晶
化
と
い
う
困
難
で
長
時
間
を
要
す
る
作

業
を
必
要
と
せ
ず
、
僅
か0.1m

l
以
下
の
水
溶
液
試
料
で
も
十
分
に
適
用
可
能

で
、
電
子
顕
微
鏡
像
解
析
法
が
、
将
来
の
生
命
科
学
の
基
盤
的
計
測
技
術
と
し

て
極
め
て
有
用
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
、
世
界
中
の
分
子
生
物
学
研
究
者
に
大

き
な
刺
激
を
与
え
た
。

超
分
子
立
体
構
造
解
析
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
に

何
年
も
の
歳
月
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
難
波
氏
は
、
こ
の
期
間
を
数

日
に
縮
め
る
と
い
う
画
期
的
な
高
速
化
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ク
チ
ン
繊

維
の
よ
う
に
細
く
て
柔
ら
か
く
、
原
子
レ
ベ
ル
の
構
造
解
析
は
不
可
能
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
た
分
子
に
つ
い
て
も
、
蛋
白
質
主
鎖
が
形
成
す
る
二
次
構
造
を
一

週
間
以
内
で
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
立
体
構
造
か
ら
生
命
機
能
の
解
明

を
目
指
す
研
究
分
野
を
新
た
な
時
代
へ
と
導
い
た
。

難
波
氏
は
、
多
く
の
国
際
会
議
の
基
調
講
演
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外

に
お
け
る
研
究
の
評
価
は
極
め
て
高
く
、
今
後
も
、
本
研
究
分
野
の
国
際
的
牽

引
役
を
担
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
難
波
氏
の
成
果
は
、
学
術
専
門
誌

の
み
な
ら
ず
、
欧
米
の
一
般
雑
誌
や
科
学
Ｔ
Ｖ
番
組
等
で
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
国
内
で
も
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で

報
道
さ
れ
、
社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
阪
科
学
賞
、
日

本
人
初
のB

iophysicalSociety
Founders

A
w

ard

を
受
賞
す
る
と
共
に
、

E
uropean

M
olecular

B
iology

O
rganization

（E
M

B
O

）
外
国
人
会
員
、
ま
た
、

A
m

erican
A

cadem
y

of
M

icrobiology
Fellow

の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い

る
。
以
上
、
難
波
氏
の
卓
越
し
た
業
績
は
、
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し
い
。

主
要
な
論
文
目
録

難
波
氏
に
は
一
三
〇
編
以
上
の
原
著
論
文
と
約
三
〇
編
の
総
説
が
あ
る
が
主
要
な
論

文
を
次
に
掲
げ
る
。
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